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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，学生が

卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等に

ついて，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況）  

卒業時における教育の目的に関する達成状況の把握は，学業成績の評価等に関する規程（資料６－

１－①－１），及び施行細則（資料６－１－①－２）に基づき，以下の手順で実施している。(1)各

科目の学習目標や成績評価基準がシラバスに明記され，成績はそれに基づいて評価されるが，学年末

には評価の根拠として評価内訳表（資料６－１－①－３）の提出が義務付けられている。(2)卒業研

究の評価基準は学科ごとに定めており，複数ないし学科全教員で審査・評価している（資料６－１－

①－４）。(3)教務委員会で成績評価基準に基づいて各授業科目の単位修得状況を把握する。(4)卒業

認定は，教員会の審議を経て校長が決定する。 

 

 
 

資料６－１－①－１ 

学業成績の評価等に関する規程 

 

（出典 学業成績の評価等に関する規程） 
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資料６－１－①－４ 

卒業研究の評価（電気情報工学科の例） 

  目的達成度の評価は、研究の取り組みの評価(10%)、中間発表会での評価(20%)、卒業論文の評価

(50%)、卒業研究発表会での評価(20%) を総合する。研究の取り組みは、研究内容について記した研究

ノートをもとにして、研究時間、研究に対する姿勢、研究の理解度などについて、指導教員が10 点満

点で評価する。中間発表会、卒業研究発表会では、ポスターやOHP の見栄え、研究課題における問題

点の理解および分析、研究課題に対する適切なアプローチなどについて、発表会に参加した全教員が

20 点満点(レジュメ:10 点、発表:10 点) で評価し平均する。卒業論文は、論文構成、研究課題にお

ける問題点の理解および分析、研究課題に対する適切なアプローチ、独創性, 視野の広さなどについ

て、指導教員および指導教員以外の教員の2 名が50点満点で評価する。以上を総合し、60%以上取得し

た者を合格とする。ただし、各項目で60%未満の評価がある場合、学科会議で審議するものとする。審

議の結果次第では、論文再提出・再発表等によって60%未満の評価の項目について再評価を行うことも

ある。 

（出典 平22年度シラバス） 

資料６－１－①－２ 

学業成績の評価等に関する規程施行細則 

 

（出典 学業成績の評価等に関する規程施行細則） 

資料６－１－①－３ 

評価内訳表 

 

（出典 評価内訳表） 
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専攻科修了時における能力の達成状況は，準学士課程と同様に以下の手順で行っている。(1)専攻

科・JABEE委員会が各専攻における必要習得科目の単位取得状況やTOEICの成績及び総合試験の成績に

基づいて把握・確認する。(2)特別研究の審査は，中間発表，論文，審査発表，研究年報等を複数な

いし全教員で審査・評価する。(3)教務委員会で修了の可否を確認する。(4)教員会の議を経て校長が

修了を認定する。 

専攻科・JABEE委員会の趣旨及び審議事項に関する規定条項を資料６－１－①－５に示す。 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

卒業・修了時における教育の目的に関する達成状況については，準学士課程では「教務委員会」で，

専攻科課程では「専攻科・JABEE委員会」において，適切に把握・評価されている。 

以上のことから，高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，学生が卒業（修了）時に身

に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等について，その達成状況を把握・評価するた

めの適切な取組が行われている。 

 

 

資料 6－１－①－５ 

専攻科・JABEE 委員会規程 

 

（出典 専攻科・JABEE 委員会規程） 
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力につ

いて，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効

果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

単位取得状況について，資料６－１－②－１，２に示す。 

 成績評価に関して，準学士課程について学業成績の評価等に関する規程で，専攻科課程については

専攻科履修規程に定めている。成績評価は資料６－１－②－３の留意事項５に示すように学級平均70

点以上を目標としており，資料６－１－②－１に見られるように，本基準で評価が行われている。準

学士課程学生の進級の状況を資料６－１－②－４に示す。各学年の進級率は96％以上である。 

準学士課程の卒業率を資料６－１－②－５に示す。留年等を考慮しても入学者に対して全体平均

91.4％の学生が卒業している。専攻科修了条件はJABEE認定条件にも配慮している。資料６－１－②

－６に学位取得状況を示す。平成15年度からは専攻科修了学生は100％学位を取得している。 
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資料６－１－②－１ 

修了認定会議資料（例） 

2010年度学年末（科目名）

（時期）

（単位数）

（担当教員名）

平均点 78.9
標準偏差 6.6

1  90.5 1 94 94 91 100 100 92 70
2  78.7 20 78 81 60 71 89 80 77
3  77.0 23 78 80 66 72 76 80 73
4 休学(22.6.15～23.3.31) -3 -3 -3 -3 -3 -3 -3
5  72.0 35 77 76 60 65 92 88 71
6  76.8 24 83 75 60 65 60 80 76
7  83.4 10 83 89 82 84 84 95 73
8  79.7 19 81 84 82 77 87 69 65
9  82.7 13 88 91 63 69 89 90 76

10  66.4 40 60 68 60 65 61 60 76
11  90.4 2 86 90 82 95 100 98 77
12  72.9 34 72 70 60 69 76 80 67
13  82.8 12 80 80 83 85 81 90 75
14  75.3 29 69 75 60 62 70 82 86
15  78.1 21 85 75 77 72 67 86 75
16  86.2 8 92 87 74 70 95 93 76
17  71.7 36 72 64 61 61 78 77 71
18  73.3 33 72 83 62 60 75 73 78
19  70.4 38 70 65 60 60 60 74 73
20  80.5 15 75 78 69 68 89 87 81
21  74.9 30 76 77 60 62 81 79 86
22  89.2 5 92 90 80 85 100 91 76
23  74.3 31 81 77 73 61 74 75 76
24  84.6 9 88 87 67 70 89 91 88
25  75.4 28 71 77 69 77 100 71 70
26  79.8 18 68 82 80 78 84 77 77
27  82.9 11 83 85 85 83 89 82 71
28  69.9 39 72 67 60 60 80 75 73
29  73.5 32 69 79 60 60 72 77 80
30  80.3 17 80 86 62 69 79 81 82
31  70.6 37 71 73 60 60 65 76 71
32  86.7 7 79 86 80 89 100 89 83
33  76.5 26 82 80 60 65 82 82 65
34  75.7 27 76 76 62 64 76 71 80
35  76.8 24 82 87 60 61 77 78 72
36  65.8 41 64 72 60 60 77 73 75
37  77.9 22 81 74 65 65 77 82 74
38  90.2 3 86 90 82 95 100 91 77
39  80.3 16 84 83 68 67 86 83 73
40  87.4 6 86 87 83 86 100 89 75
41  81.8 14 87 87 67 75 93 93 72
42  90.0 4 90 90 91 100 100 93 72

保健体育
Ⅰ

国語Ⅰ 地理 数学Ａ 数学Ｂ 物理Ⅰ 生物

2 4 2 2 2 22

79.1 80.4 69.4 72.2 83.2 82.3 75.2
12.0 8.4 5.28.0 7.7 10.2 11.9

 

（出典 平成 22 年度認定会議資料） 
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資料６－１－②－2 

専攻科単位取得認定会議資料（例：＊＊専攻） 

学籍番
号

氏 名
修 得
科 目
平 均

順 位
（修得
平均）

評 価
基 準
平 均

評 価
順 位

学 力
平 均

値
科 目

技術
者倫
理

日本
産業
史

経済
地理
学

国語
表現
法

解析
学特
論

バイオ
テクノ
ロジー
入門

地球
物理

環境
科学

カル
チャー
コミュ
ニケー
ション
演習

異文
化理
解

オーラ
ル・イ
ング
リッ
シュ

健康
科学
Ⅰ

1S 1F 1F 2F 1F 1S 1F 1F 1A 2A 1A 1F
単 位 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 1

担当 伊藤
光川・
本間

石田 仁木 二宮 倉光 玉井
友久・
神田・
平石

穐本 前原
ハー

バート
後藤

88.4 1 91.6 1 2.85 90 85 86 82 95 94 90 -2 87 -2 -2 -2

79.2 11 83.8 10 2.42 94 86 -2 69 -2 90 75 85 85 81 75 90

75.9 13 80.3 13 2.20 74 78 60 71 72 84 72 -2 -2 84 -2 90

85.9 4 89.0 5 2.73 88 79 78 -2 85 93 86 -2 90 -2 -2 -2

70.3 15 73.1 15 1.75 80 78 66 -2 -2 71 -2 66 -2 -2 74 70

82.9 9 86.3 9 2.56 89 79 76 -2 75 92 79 -2 87 -2 -2 -2

80.1 10 83.3 11 2.50 86 75 88 87 -2 88 61 81 -2 86 81 -2

77.8 12 81.9 12 2.17 85 70 76 66 65 84 71 73 83 -2 -2 87

83.9 8 87.4 7 2.70 87 79 80 -2 85 97 82 -2 85 -2 -2 -2

87.0 2 89.6 4 2.89 97 82 84 84 92 100 83 -2 -2 90 -2 95

75.2 14 79.7 14 2.07 82 -2 74 0 60 86 60 -2 76 -2 -2 -2

85.3 6 89.0 5 2.71 86 76 82 75 75 96 73 -2 90 -2 -2 95

84.0 7 87.1 8 2.68 90 82 92 -2 80 92 81 78 81 -2 -2 -2

86.4 3 90.1 2 2.81 89 -2 95 86 -2 93 84 86 82 -2 83 -2

成績記号：
「-1」評価不能

「-2」履修せず

「-3」休学者
「-4」退学者

「-5」履修中
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資料６－１－②－３ 

成績評価について 

 

（出典 成績評価の事務手続きについて） 
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資料６－１－②－４ 

準学士課程における進級率・退学率・留年率一覧表（平成 17 年度～平成 21 年度） 

機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計
１年 0 1 1 1 3 0 0 2 1 3 1 0 0 1 2
２年 0 0 0 3 3 0 0 2 1 3 0 1 0 0 1
３年 0 2 0 0 2 0 1 1 0 2 1 1 0 1 3
４年 0 1 1 0 2 2 3 1 0 6 0 1 3 0 4
５年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2
計 0 4 2 4 10 2 4 6 2 14 3 4 3 2 12

機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計
１年 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0
２年 0 1 2 2 5 0 0 2 1 3
３年 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
４年 0 1 0 1 2 0 1 2 1 4
５年 1 0 0 0 1 1 1 2 0 4
計 2 2 2 3 9 2 2 6 2 12

機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計
１年 1 1 0 1 3 0 0 2 3 5 0 0 1 1 2
２年 0 0 0 1 1 0 0 0 2 2 0 1 1 1 3
３年 0 0 2 0 2 1 1 0 1 3 0 2 1 0 3
４年 1 0 0 0 1 2 1 2 1 6 0 2 2 0 4
５年 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0
計 2 1 2 2 7 3 2 5 7 17 0 5 5 2 12

機械 電気 都市 建築 計 機械 電気 都市 建築 計
１年 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1
２年 0 0 0 0 0 1 2 2 2 7
３年 2 0 0 1 3 0 0 1 0 1
４年 0 0 1 1 2 0 0 0 2 2
５年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 2 0 1 3 6 1 2 4 4 11

機械 電気 都市 建築 合計 年平均 １年 ２年 ３年 ４年 ５年
留年 9 15 17 13 54 10.8 留年 7 15 8 17 7
退学 8 10 17 18 53 10.6 退学 12 13 12 15 1
計 17 25 34 31 107 21.4 計 19 28 20 32 8

年平均 3.4 5.0 6.8 6.2 年平均 3.8 5.6 4.0 6.4 1.6
級平均 1.0 1.4 1.0 1.6 0.4

1.4% 0.0%

平成21年度
平成20年度

平成18年度
97.2% 1.3%平成17年度

97.9% 0.8%

留年者数（平成17年度～平成21年度）

平成19年度

Ｈ19

Ｈ20 Ｈ21

1.2% 0.0%
96.3% 1.7% 0.0%

Ｈ19

Ｈ20 Ｈ2１

留年率(%) その他(%)

Ｈ17

Ｈ17 Ｈ18

1.1% 0.0%

退学率(%)

退学者数（平成17年度～平成21年度）

98.2% 0.7%
97.1% 1.4%

進級率(%)

2.0%

Ｈ18

1.4% 0.0%

 

（出典 学生課作成資料） 
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資料６－１－②－５ 

準学士課程における卒業率 

平成17年度

学科 入学時人数
卒 業 人 数
（5年間）

卒業率
（5年間）

卒 業 人 数
（留年生も
含む）

卒業率（留
年 生 も 含
む）

機械工学科 43 36 83.7% 37 86.0%
電気情報工学科 42 37 88.1% 38 90.5%
都市システム工
学科 42 34 81.0% 36 85.7%

建築学科 42 38 90.5% 38 90.5%
平成18年度

学科 入学時人数
卒 業 人 数
（5年間）

卒業率
（5年間）

卒 業 人 数
（留年生も
含む）

卒業率（留
年 生 も 含
む）

機械工学科 43 41 95.3% 41 95.3%
電気情報工学科 43 41 95.3% 41 95.3%
都市システム工
学科 41 36 87.8% 37 90.2%

建築学科 42 38 90.5% 39 92.9%
平成19年度

学科 入学時人数
卒 業 人 数
（5年間）

卒業率
（5年間）

卒 業 人 数
（留年生も
含む）

卒業率（留
年 生 も 含
む）

機械工学科 41 36 87.8% 38 92.7%
電気情報工学科 41 37 90.2% 37 90.2%
都市システム工
学科 41 33 80.5% 34 82.9%

建築学科 41 40 97.6% 40 97.6%
平成20年度

学科 入学時人数
卒 業 人 数
（5年間）

卒業率
（5年間）

卒 業 人 数
（留年生も
含む）

卒業率（留
年 生 も 含
む）

機械工学科 43 42 97.7% 42 97.7%
電気情報工学科 42 42 100.0% 42 100.0%
都市システム工
学科 41 35 85.4% 37 90.2%

建築学科 40 33 82.5% 38 95.0%
平成21年度

学科 入学時人数
卒 業 人 数
（5年間）

卒業率
（5年間）

卒 業 人 数
（留年生も
含む）

卒業率（留
年 生 も 含
む）

機械工学科 43 41 95.3% 41 95.3%
電気情報工学科 41 36 87.8% 36 87.8%
都市システム工
学科 41 37 90.2% 37 90.2%

建築学科 42 34 81.0% 34 81.0%

 

（出典 学生課作成資料） 
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資格取得については，準学士課程入学時にホームルーム等を利用して各学科で指導が行われている。

資格試験で一定以上の成績を修めることにより，単位として認定される（資料６－１－②－７）。ま

た，修得単位が一定の条件を満たせば，各種の資格を得る（資格試験に出願する）こともできる（資

料６－１－②－８）。一例として化学では「危険物取扱者乙4種」の取得を奨励している（資料６－

１－②－９，10）。全国平均と比較して高い合格率である。 

 

 

資料６－１－②－６ 

専攻科課程修了学生の学位取得状況 

ME専攻 AC専攻 合計 ME専攻 AC専攻 合計

平成18年 10 13 23 10 13 23
平成19年 15 10 25 15 10 25
平成20年 11 10 21 11 10 21
平成21年 18 15 33 18 15 33
平成22年 15 12 27 15 12 27
合計 69 60 129 69 60 129

学士修得
率

ME専攻：機械・電子システム工学専攻
AC専攻：建築・都市システム工学専攻

修了年度
修了者数 学位修得者数

100.0% 100.0%

 

（出典 学生課作成資料） 
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資料６－１－②－７ 

資格取得による単位認定 

１４．資   格 
 
（１）資格・検定科目 
   資格の取得または、検定で一定以上の成績を修めることにより、単位を認定される科目が開設されて

い  ます。認定に必要な資格・検定及び認定される科目は、以下のとおりです。なお、単位認定の申請時

期は、  ５年生の後期です。詳細はシラバスで確認してください。 
 
資格科目一覧 

学 科 名 認定される科目 単位 認定に必要な資格・検定  
 （全学科）  「ＴＯＥＩＣ Ⅰ」 １ 平成23年度第１～３学年については、TOEIC

テスト 

 「ＴＯＥＩＣ Ⅱ」 ２ 平成23年度第１～３学年については、TOEIC

テスト 

 「英語Ｄ」 ２  平成23年度第４，５学年については、TOEIC

テスト 

 機械工学科  「熱管理」 ２  エネルギー管理士 
 電気情報工学科 
 (電気電子コース) 

 「電気電子資格Ⅰ」 １  電気主任技術者：第三種 または 工事担

任者：AI・DD総合種 
 「電気電子資格Ⅱ」 １  電気主任技術者：第一種または第二種 

 電気情報工学科 
 (電気情報コース) 

 「情報資格Ⅰ」 １  ＣＧ検定（各部門2級） または 情報処理

技術者試験（応用情報技術者） 
 「情報資格Ⅱ」 １  ＣＧ検定（各部門1級） または 情報処理

技術者試験（スペシャリスト（各部門）） 

 都市システム工学科  「測量学Ⅳ」 １  測量士 
 
資格の内容 

資 格 等 内  容  
 TOEICテスト  TOEIC（トーイック）とは Test of English for International Communicat

ionの略称で、英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価する世界共通

のテストであり、世界約90ヶ国で実施されている。 本校では、TOEIC IP（TO

EIC団体特別受験制度）テストを５月と１２月の年２回実施しており、３年生

以上が受験できる。（２年生でも希望者は受験できる）テスト結果は合否で

はなく、10点から990点までのスコアで評価される。また、得点によっては、

「ＴＯＥＩＣ Ⅰ」、「ＴＯＥＩＣ Ⅱ」または「英語Ｄ」の単位が認定される。 
 エネルギー管理士  熱管理者は、燃料等の使用の合理化に関して、燃料等を消費する設備の維

持、燃料等の使用の方法の改善及び監視、その他経済産業省令で定める熱管

理の業務を行います。詳細は、（財）エネルギーセンターのホームページを

参照してください。 

 電気主任技術者  事業用電気工作物の設置者（所有者）は、電気工作物の工事、維持及び運用

に関する保安の監督をさせるために、電気主任技術者を選任しなくてはなら

ないことが電気事業法によって義務付けられている。電気主任技術者には、

第１種、第２種及び、第３種の種別があり、電気工作物の電圧によって必要

な免許種別が定められている。試験による取得については、受験資格に制限

はない。詳細は、電気技術者試験センターのホームページ（http://www.shik

en.or.jp/）を参照してください。 

 
（出典 平成 22 年度 学生生活のてびき P.57） 
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資料６－１－②－８ 

卒業後の資格等 

（２）卒業後の資格等 
 高専での勉学により修得単位が一定の条件を満たせば、各種の資格を得る（資格試験に出願する）こと

が出来ます。最近では、資格試験について広範に紹介した専門誌も市販されていますので、詳細はこれら

を参照してください。 
 ここでは、（１）資格・検定科目で挙げた資格の他、各専門学科の教育課程と関係が特に深いと考えら

れるものをいくつか紹介しておきます。 
 

資 格 等 内  容 関係学科 
 技術士  技術士第一次試験（受験制限なし）に合格した修習技術者

が、 次の3ルートのいずれかで業務経験を修習すると技術士第

二次 試験の受験資格が与えられ、それに合格すると技術士の

資格 を得る。本校の専攻科修了生（「共生システム工学」教

育プロ グラムの修了生）は第一次試験が免除される。詳細は

（社） 日本技術士会のホームページhttp://www.engineer.or.

jpを参 照してください。 
 ルート①：技術士補として登録、技術士を補助して4年間以上

 の実務経験修習 
 ルート②：優れた指導者の監督の下で4年間以上の実務経験 
修習 
 ルート③：独自に7年間以上の実務経験修習 

 全学科 
 専攻科 

 国家公務員（Ⅱ種）  国家公務員（Ⅱ種）採用試験の受験資格を得る。地方公務員 
採用試験の受験資格もこれに準ずる。詳細は人事院のホームペ

ージhttp://www.jinji.go.jp/top.htmを参照してください。 

 全学科 

 国家公務員（Ⅰ種)  国家公務員（Ⅰ種）採用試験の受験資格を得る。地方公務員 
採用試験の受験資格もこれに準ずる。詳細は人事院のホーム 
ページを参照してください。 

 専攻科 

 電気工作物検査官  卒業後４年以上、電気工作物の工事、維持及び運用に関する 
行政事務に従事した者に、資格が与えられる。詳細は経済産 
業省のホームページhttp://www.meti.go.jpを参照してくださ 
い。 

 機械工学科 
 電気情報工学科 
 都市ｼｽﾃﾑ工学科 

 ボイラー・タービン 
 主任技術者 

 （第１種）卒業後４年以上圧力5,880キロパスカル以上の発電

 用設備に係わり、これを含む８年以上ボイラー又は蒸気ター 
ビンの工事、維持又は運用に係わった者は、資格を申請する 
ことができる。 
 （第２種）卒業後４年以上ボイラー、蒸気タービン又は燃料 
電池設備（最高使用圧力が18キロパスカル以上のもの）の工

事、維持又は運用に係わった者は、資格を申請することがで 
きる。詳細は経済産業省のホームページhttp://www.meti.go. 
jpを参照してください。 

 機械工学科 

 整備管理者  卒業後２年以上自動車の点検もしくは整備又は整備の管理に 
関する２年以上の実務経験を有し、かつ、地方運輸局長が行 
う研修を修了した者は、資格を申請することができる。詳細 
は国土交通省のホームページhttp://www.mlit.go.jpを参照し 
てください。 

 機械工学科 

 
（出典 平成22年度 学生生活のてびき P.59） 
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資料６－１－②－９ 

「危険物取扱者乙４種」試験内容案内 

 

危険物取扱者試験 

1． 試験の種類 

甲   乙種 1－6 類を総合した内容で、危険物に関してはオールマイテイの資格。 

    工場等の監督者・統括責任者等に必要とされている。 難易度からも上級。 

乙   消防法上の危険物を 1－6類に分類し、試験は各類毎に行われる。 

    製造所・工場・販売所等の実際上の取扱責任者に必要とされる資格。 

    1－6 類のうち、第 4 類の需要度が高い。 

    乙４     ガソリン・アルコール・石油等を対象としており、消防法上、殆どの製

造所・工場・販売所等で取扱者に取得が義務付けられている。 

危険物といえば 乙 4 といわれるほどポピュラー。 

丙   乙 4 のダイジェスト版。 

２．受験者 

職務上の必要性から受験する社会人が多い。また、警察・自衛隊等の団体受験も盛ん。 

資格を重視する社会的傾向に加え、受験資格に年齢制限がなく、又、実務経験も問われない事か

ら、学生の受験も多い。レベルは 大学生で乙 4、工業高校や高専の 3年生で丙・乙 4、2年生で

丙程度。 

３．受験指導 

危険物の多くは、無機化合物・有機化合物の学習分野に出てくる物質なので、化学の授業の一環

として危険物を取り上げ、6 月の試験実施時期に合わせ、2・3 年生を対象に受験指導を行ってい

る。但し、資格取得を奨励はするが、受験は全く学生の任意である。 

受験者数は 乙 4の場合、6 月に 150 名程度、10 月に数名である。丙は平成 13 年以来受験希望者

がいない。機械工学科には、例年、乙 4 取得後、更に乙種の他の類の取得を希望する学生が出て

おり、手続等の便宜は同様に計っている。 

４．乙 4 の合格状況 

 明石高専 全国 兵庫県 

平成１９年度 

   ２１ 

   ２２ 

  ９４％ 

  ８８ 

  ８４ 

 

３５－４０％ 

 

３５－４０％ 

     カリキュラムの変更に伴い ２０年度は受験者がいなかった。 

合格率の低下は カリキュラム変更に伴う時間割上の時間数の配分が影響していると思われる。  
（出典 化学担当教員作成資料） 
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本校の教育目的である「豊かな国際性と指導力」を育成するため，年に２度TOEIC IPテストを実施

して受験を推奨するとともに，成績が400点を超えた者については，英語Ｄの単位を与えている。平

成22年11月に受験したTOEIC試験の結果を資料６－１－②－11に示す。平成22年卒業時に英語Ｄの単

位を取得した学生の数は125名であった。また，専攻科課程では，平成17年度からTOEIC 400点相当以

上の取得を修了のための条件としている。 

卒業研究では卒業発表，卒業論文（卒業設計）及び発表予稿を課し（資料６－１－②－12），専攻

科特別研究では発表会，研究論文及び学外への出版物として「研究年報」の執筆を義務化している

（資料６－１－②－13）。そして優れた研究には学会発表等を積極的に奨励している（資料６－１－

②－14）。平成18年度に38件，平成19年度に18件，平成20年度に42件，平成21年度に48件，平成22年

度に52件の発表等の実績がある。 

平成18年度で27名，平成19年度で27名，平成20年度で25名，平成21年度で11名，平成22年度で11名

の学生が外部機関によって高く評価され，表彰を受けている（資料６－１－②－15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６－１－②－10 

危険物取扱者試験結果（平成 22 年度乙 4） 

 

クラス ３Ｍ ３Ｅ ３Ｃ ３Ａ ３全 

人数 ４０ ４０ ３９ ４０ １５９ 

受験者数 ３４ ３６ ３７ ３７ １４４ 

受験率(%) ８５．０ ９０．０ ９４．９ ９２．５ ８６．８ 

合格者数 ２８ ３４ ２９ ３０ １２１ 

合格率(%) ８２．４ ９７．４ ７８．４ ８１．１ ８４．０ 

クラス内 

資格付帯率(%) 

７０．０ ８５．０ ７４．４ ７５．０ ７６．１ 

（出典 化学担当教員作成資料） 
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資料６－１－②－11 
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資料６－１－②－12 

平成 22 年度電気情報工学科卒業研究発表予稿集 

 

平成２３年３月１日（火） 10:00 開始（集合 9:50）     

第一会場（合併教室） 9:55 開式の挨拶（担任）     

No. 

開始

予定 

時刻 

研 究 題 目 
学

番 

氏

名 

指導教員 

  

1 10:00 DOQPSK 変調方式を用いたスペクトル拡散方式     成枝 秀介  

2 10:12 FSK 復調器における微分近似のための遅延量の設計     成枝 秀介  

3 10:24 QPSK 復調器のための周波数ダウンコンバージョン方式の検討     成枝 秀介  

4 10:36 
QPSK 復調器のリアルタイム同期処理部設計とそのハードウェ

ア実装 
    成枝 秀介  

5 10:48 ＤＣスパッタリングによるＺｎＯ薄膜の作製及び評価     大向 雅人  

6 11:03 色素増感太陽電池の製作条件の変化における諸特性の研究     大向 雅人  

  11:18  （休憩） 

7 11:30 銀の両面蒸着による Membrane 型ハイドロホンの S/N 改善     細川 篤  

8 11:42 
時間領域差分法を用いた超音波伝搬シミュレーションの GPU 演

算による高速化 
    細川 篤  

9 11:54 
超音波伝搬方向における骨密度の変化が海綿骨中の伝搬特性

に与える影響 
    細川 篤  

10 12:06 希ガス放電管を用いた可変色光源に関する研究     藤野 達士  

11 12:21 
Ne-Xe 蛍光放電管の可変色点灯－誘導結合点灯と静電結合点

灯の併用－  
    藤野 達士  

  12:36  （昼食） 

12 13:30 
光音響スペクトルの周波数依存性を用いた Si 基板上のポーラ

スシリコンの評価 
    堤 保雄  

13 13:45 高速製膜微結晶シリコン薄膜の光吸収スペクトルによる評価     堤 保雄  

14 14:00 
電力変換装置におけるスイッチングノイズレベルの低減方法の

検討 
    

廣田 敦志 

濱田 幸弘 
 

15 14:12 頭部の動きで制御するポインティングデバイスの作製     椿本 博久  

16 14:24 視覚障がい者への歩行支援     椿本 博久  

17 14:36 ヒトの平衡感覚への足底の体性感覚の寄与     椿本 博久  

18 14:48 指標追跡動作時の眼と頭の協調運動     椿本 博久  

閉会の挨拶（藤野先生）     

（出典 平成 22 年度卒業研究発表会予稿集 P.2） 
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資料６－１－②－14 

専攻科生の学会発表等（一部） 

参加・投稿者等 論 文 名 等 学会・論文集等名称 
 

************ 
生活音識別システム開発のための検

討 
第 52 回システム制御情報学会研究発

表会(2009.5.16) 
 
     ************ 

可視発光する P+型ポーラスシリコン

の陽極化成電圧の条件 
2009 年春季 第 56 回応用物理学会

関係連合講演会（2009 
 

************ 
円柱杭式波浪制御構造物の透過率に

ついて 
日本流体学会年会 2008,2008 年 9 月 

 
     ************ 

石積み水制群周辺の流れと局所洗堀

に関する研究 
第 14 回 高 専 シ ン ポ ジ ウ ム

（2008.1.24) 

     ************ 低周波数による転圧効果と密度管理 建設技術展 2008 
 

（出典 明石工業高等専門学校専攻科研究年報 第 12 号 P.145） 

資料６－１－②－13 

 

（出典 研究年報目次） 



明石工業高等専門学校 基準６ 
 

- 312 - 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

単位取得率は高く，各学年の進級率は96％以上と高い。留年者や退学者は年４％程度である。留年

しても最終的に卒業できる比率が高く，学生に対して責任ある教育活動が行われている。 

学生の資質や能力を伸ばすために資格受験の奨励を行っており，危険物取扱者乙４種やTOEICのよ

うに高い実績を上げているものもある。卒業研究や専攻科特別研究では，学会等での研究発表が多数

行われ，しかも表彰される学生が少なくない。 

以上のことから，各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力について，

学校としての達成度状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効果が十分に上がっている。 

 

 

 

資料６－１－②－15 

平成 21 年度学生の表彰状況（体育大会等の表彰は除く） 

氏 名 クラス 表 彰 名

    ***** １ＭＥ 「産学官技術フォーラム‘０９」　オーラルセッション　優秀発表賞

    ***** ２ＡＣ 「産学官技術フォーラム‘０９」　ポスターセッション　優秀ポスター賞

    ***** ３Ｅ 「パソコン甲子園２００９」プログラミング部門  第５位

    ***** ３Ｅ                               〃

    ***** ２Ｅ 第１５回学生ＣＧコンテスト　静止画像部門　奨励賞

    ***** ２Ｅ 京都大学ベンチャー・ビジネスラボラトリー　･「テクノ愛」発明＆事業化プランコンテスト　入賞

    ***** ５Ａ
全国デザインコンペティション２００９ｉｎ豊田
 ＜空間デザインコンペティション＞部門 優秀賞

    ***** ２ＡＣ 日本高専学会教育表彰「論文奨励賞優秀賞」

    ***** ５M 日本機械学会畠山賞

    ***** ５C 全国高専土木学会近藤賞

    ***** ５Ａ 日本建築協会賞

（出典 学生課作成資料） 
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職

や進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教

育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

平成 22 年度準学士課程卒業生の進学率と就職率は，進学率が 74.4％，就職率が 20.0％であり，５

年前と比べて進学率が多くなっている（資料６－１－③－１，２）。 

平成 22 年度の卒業（修了）後の就職者の業種は多方面に広がっているが，傾向として，機械工学

科は製造業関連，電気情報工学科は電気業関連，都市システム工学科と建築学科は建設・通信業関連

の比率が高い（資料６－１－③－３）。 

近年では進学希望者が増えてきており，その進学先は全国各地に広がっている（資料６－１－③－

４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

っているが，傾向として，機械工学科は製造業関連，電気情報工学科は電気業関連，都市システム

工学科と建築学科は建設・通信業関連の比率が高い。 

大学編入学者の一覧表を資料６－１－③－４に示す。５年前は，関西地区の有名大学及び技科大学

への編入学が多かったが，近年は進学希望者も増えたこともあり，全国各地に広がっている。 

（出典 本科卒業生及び専攻科修了生の就職者数・進学者数一覧から作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６－１－③－１ 

卒業（修了）後の進路状況 

準学士

進学率（％） 就職率（％）
その他（％）

（未定者も含）

平成１７年度 59.9 36.3 3.8

平成１８年度 59.4 35.8 4.8

平成１９年度 69.2 22.4 8.3

平成２０年度 72.0 25.6 2.4

平成２１年度 71.3 23.2 5.5

平成２２年度 74.4 20.0 5.6

専攻科

進学率（％） 就職率（％）
その他（％）

（未定者も含）

平成１７年度 40.0 35.0 25.0

平成１８年度 60.9 34.7 4.3

平成１９年度 56.0 40.0 4.0

平成２０年度 76.2 23.8 0.0

平成２１年度 67.7 25.8 6.5

平成２２年度 48.3 51.7 0.0
 

（出典 本科卒業生及び専攻科修了生の就職者数・進学者数一覧から作成） 
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資料６－１－③－３ 

卒業（修了）後の卒業者の業種一覧 

平成22年度　卒業・修了生の進路状況

学科

区分

488 397 204 170 1,259 237 194 431

1 1 7 3 12 3 3

1 1 4 4

1 2 3 1 1

2 2 1 1

1 1 1 3 1 1 2

1 2 3 0

2 2 4 2 1 3

1 1 1 1

1 1 0

2 2 0

7 5 10 10 32 9 6 15

31 35 29 24 119 7 7 14

2 3 1 3 9 0 0 0

Ｍ Ｅ Ｃ Ａ 計
ＭＥ
専攻

ＡＣ
専攻

計

求人数

産
　
業
　
別

建　　設　　業

製
造
業

一般機械器具

電気機械器具

運輸用機械器具

そ　　の　　他

電気･ガス･水道業

そ　　の　　他

運輸・通信業

専門・技術サービス業

そ　　の　　他

公　　　　　務

計

進　　学　　者

 

（出典 学生課資料から作成） 

資料６－１－③－２ 

学科（専攻）別進路状況 

平成 22 年度卒業者

学科 卒業者数 進学者数 就職者数 その他（進路未定者も含）

機械工学科 40 31 7 2

電気情報工学科 43 35 5 3

都市システム工学科 40 29 10 1

建築学科 37 24 10 3

計 160 119 32 9

進学率 就職率 その他の割合

74.4% 20.0% 5.6%

平成 22 年度専攻科修了者

専攻 修了者数 進学者数 就職者数 その他（進路未定者も含）

ＭＥ専攻 16 7 9 0

ＡＣ専攻 13 7 6 0

計 29 14 15 0

進学率 就職率 その他の割合

48.3% 51.7% 0.0%  
（出典 平成 22 年度卒業者名簿から作成） 
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資料６－１－③－４ 

大学編入学一覧 

大　　学　　名

北海道大学 3 ( 3 ) 2 ( 2 ) 1 ( 2 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) 2 ( 2 )
弘前大学 ( 1 )
東北大学 1 ( 1 ) 4 ( 4 ) 2 ( 2 ) 3 ( 4 ) 4 ( 5 ) 1 ( 1 )
茨城大学 1 ( 1 )
山形大学 1 ( 1 ) ( 1 )
筑波大学 ( 2 ) 3 ( 6 ) 5 ( 8 ) 3 ( 5 ) 2 ( 4 )
埼玉大学 ( 1 )
千葉大学 4 ( 7 ) 1 ( 5 ) 4 ( 8 ) 6 ( 13 ) 3 ( 9 ) 3 ( 7 )
東京大学 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) 2 ( 2 ) 1 ( 1 ) 6 ( 6 )

東京農工大学 ( 1 ) ( 1 ) 1 ( 1 ) ( 1 ) 1 ( 1 )
東京工業大学 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) ( 1 ) 2 ( 3 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 )
東京海洋大学 1 ( 1 )

お茶の水女子大学 1 ( 1 )
電気通信大学 ( 2 ) ( 1 ) 1 ( 1 )
横浜国立大学 ( 1 ) 2 ( 2 ) 3 ( 5 ) ( 2 ) 2 ( 2 )

新潟大学 ( 2 )
長岡技術科学大学 3 ( 9 ) ( 3 ) 1 ( 2 ) 1 ( 3 ) 2 ( 5 ) 1 ( 1 )

富山大学 ( 1 )
金沢大学 ( 1 )
福井大学 4 ( 4 ) 1 ( 2 ) 2 ( 3 ) 1 ( 2 ) ( 1 )
山梨大学 1 ( 2 )
信州大学 ( 1 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 )
岐阜大学 2 ( 2 ) 1 ( 1 ) 1 ( 5 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 )
静岡大学 ( 1 ) 1 ( 2 ) 2 ( 2 )

名古屋大学 ( 1 ) ( 1 ) ( 3 ) 1 ( 1 ) ( 2 )
名古屋工業大学 ( 1 ) 1 ( 2 ) ( 1 ) ( 5 )

豊橋技術科学大学 12 ( 23 ) 10 ( 20 ) 10 ( 25 ) 5 ( 22 ) 7 ( 15 ) 11 ( 24 )
三重大学 ( 1 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 2 ( 3 ) 2 ( 2 )
滋賀大学 1 ( 1 )
京都大学 2 ( 2 ) 4 ( 4 ) 3 ( 3 ) 4 ( 4 ) 2 ( 2 ) 2 ( 2 )

京都工芸繊維大学 2 ( 2 ) 1 ( 2 ) 3 ( 3 ) 3 ( 3 ) 4 ( 5 )
大阪大学 9 ( 10 ) 11 ( 12 ) 12 ( 15 ) 9 ( 15 ) 13 ( 15 ) 15 ( 18 )
神戸大学 8 ( 10 ) 9 ( 16 ) 9 ( 13 ) 13 ( 17 ) 12 ( 14 ) 14 ( 17 )

奈良女子大学 2 ( 2 ) 1 ( 2 ) 3 ( 3 ) 2 ( 2 ) 1 ( 2 )
和歌山大学 2 ( 2 ) ( 1 ) ( 1 ) 1 ( 1 ) 1 ( 3 ) 1 ( 2 )
鳥取大学 2 ( 2 )
岡山大学 5 ( 7 ) 4 ( 5 ) 5 ( 7 ) 5 ( 8 ) 1 ( 1 ) 3 ( 4 )
広島大学 2 ( 3 ) 4 ( 4 ) 3 ( 5 ) 2 ( 5 ) 4 ( 5 ) 3 ( 5 )
山口大学 1 ( 1 ) 2 ( 3 ) 2 ( 2 ) ( 2 )
徳島大学 ( 1 ) 2 ( 3 ) 1 ( 1 ) 5 ( 5 ) 2 ( 2 ) 3 ( 3 )
香川大学 1 ( 1 )
九州大学 3 ( 3 ) 3 ( 5 ) 2 ( 2 ) 1 ( 4 ) 2 ( 3 ) 4 ( 6 )

九州工業大学 1 ( 1 )
大分大学 1 ( 1 )
佐賀大学 1 ( 1 ) 1 ( 2 )
長崎大学 1 ( 2 )

鹿児島大学 1 ( 1 ) ( 1 ) 1 ( 1 ) 1 ( 1 )
琉球大学 1 ( 1 )

首都大学東京 1 ( 2 ) 2 ( 2 ) 1 ( 1 )
滋賀県立大学 1 ( 2 )
京都府立大学 1 ( 1 )

京都市立芸術大学 1 ( 1 )
大阪府立大学 2 ( 3 ) ( 1 ) ( 1 ) 1 ( 3 ) ( 2 )
大阪市立大学 1 ( 2 )
兵庫県立大学 1 ( 1 ) 2 ( 2 ) 1 ( 1 ) 1 ( 2 ) ( 1 )
岡山県立大学 1 ( 1 ) 2 ( 2 )  
高知工科大学  1 ( 1 )
東京理科大学 1 ( 1 )
同志社大学 1 ( 1 )
立命館大学 2 ( 3 ) 2 ( 2 ) 1 ( 1 ) 2 ( 2 )   
関西大学 1 ( 2 ) 1 ( 1 )

鳥取環境大学 1 ( 1 )
合　　  　計 72 ( 107 ) 71 ( 110 ) 76 ( 126 ) 95 ( 164 ) 79 ( 123 ) 89 ( 128 )

（　　）内は合格者
H17 H18 H19 H20 H22H21

 

（出典 学生課資料から作成） 
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（分析結果とその根拠理由）  

就職者及び進学者の進路先は，各工学技術分野を中心に多方面にわたっている。いずれも本校の教

育目的において意図する能力を十分に活用しうる場であり，教育の成果や効果が進路先で十分評価さ

れているものと考えられる。 

以上のことから，教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や進

学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の成果や効果が十分に上

がっている。 

 

 

 

 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教

育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 学生は，「学習目標達成度自己評価シート」を用いて，定期試験ごとに各自の達成度を評価してい

る。準学士課程低学年（第３学年以下）は，定期試験ごとに目標と評価・反省を記述させるものであ

り，準学士課程高学年（第４学年以上）及び専攻科課程では，前・後期ごとに記述式と学習目標ごと

の点数評価項目を設けている。点数評価できる準学士課程高学年及び専攻科課程では，学習目標

（A）～（H）のすべてにおいて，学年が高くなるにつれて，評価点が上昇する傾向にある（資料６－

１－④－１）。準学士課程の卒業時には各学習目標において，５年前と比較して上昇している。専攻

科修了時点では，各学習目標達成度の評価点はさらに上昇している。 

 学生による授業アンケートにおいて，学習の達成度に関する項目を設定している（資料６－１－④

－２）。準学士課程及び専攻科課程ともに，５段階評価で 3.2 以上の評価（達成度）を示している

（資料６－１－④－３）。これも５年前と比較して全体的に上昇している。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 卒業時における学生による学習目標の達成度評価は，５年前と比較して上昇している。専攻科修了

時点では，各学習目標達成度の評価点はさらに上昇している。 

 授業科目ごとの学習目標に対する達成度については，準学士課程及び専攻科課程ともに，５年前と

比較して全体的に上昇している。 

 以上のことから，学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果が

十分に上がっている。 
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資料６－１－④－１ 

学生による学習目標の達成度評価結果 

平成16年度

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

(A)共生に配慮できる豊かな人間性と健康な心身 1.10 1.26 1.52 1.61 1.48 1.72 1.55 1.70

(B)国際性と指導力 0.81 0.92 1.03 1.40 1.12 1.37 1.00 1.45

(C)技術者倫理 0.63 0.84 1.09 1.19 0.73 1.60 1.35 1.80

(D)基礎学力と自主的・継続的学習能力 0.78 1.01 1.27 1.34 1.24 1.48 1.30 1.50

(E)コミュニケーション能力 0.67 0.95 0.89 1.15 0.96 1.04 0.75 1.20

(F)柔軟かつ創造的な設計能力 0.69 0.94 1.09 1.19 1.13 1.52 1.45 1.60

(G)実践的な問題解決能力 0.83 1.04 1.27 1.35 1.20 1.45 1.55 1.85

(H)多次元的なシステム思考 0.28 0.44 0.63 0.77 0.60 0.68 0.75 1.60

学習目標

準学士課程 専攻科課程

第4学年 第5学年 第1学年 第2学年

 

平成21年度

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

(A)共生に配慮できる豊かな人間性と健康な心身 1.56 1.59 1.55 1.61 1.38 1.78 1.64 1.72
(B)国際性と指導力 1.28 1.35 1.31 1.38 1.47 1.48 1.46 1.47
(C)技術者倫理 1.15 1.30 1.33 1.46 1.51 1.72 1.58 1.79
(D)基礎学力と自主的・継続的学習能力 1.41 1.50 1.45 1.53 1.40 1.52 1.70 1.66
(E)コミュニケーション能力 1.06 1.25 1.34 1.40 1.45 1.53 1.34 1.51
(F)柔軟かつ創造的な設計能力 1.37 1.42 1.39 1.52 1.55 1.72 1.58 1.75
(G)実践的な問題解決能力 1.34 1.46 1.46 1.56 1.46 1.65 1.58 1.66
(H)多次元的なシステム思考 1.33 1.41 1.40 1.52 1.51 1.68 1.61 1.72

評価点：十分達成できた（2点）、普通（1点）、達成できなかった（0点）

学習目標

準学士課程 専攻科課程

第4学年 第5学年 第1学年 第2学年

 

（出典 学内ホームページ（学生による学習目標の達成度評価結果）から作成） 

資料６－１－④－２ 

学習の達成度に関する授業アンケート項目 

5 4 3 2 1

普通

5 4 3 2 1

達成し
ている

８．

２．
十分達成
している

　　　　ほとんど達成
　　　　していない

準学士課程

専攻科課程

設問 解答欄

殆ど達成できなかった十分達成できた
自分の目標を達成できましたか。

あなたは授業のねらい（学習目標）
をどの程度達成していますか。

（出典 学内ホームページ（学習の達成度に関する授業アンケート）から作成） 
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観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付けた

学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取

組を実施しているか。また，その結果から判断して，教育の成果が上がってい

るか。 

（観点に係る状況）  

卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取組は，アンケ

ート調査を中心に実施している（資料６－１－⑤－１）。調査（Ａ）・（Ｂ）・（Ｃ）の結果を，教

育目的の反映度，学習・教育目標の重要度についてそれぞれまとめ，資料６－１－⑤－２，３に示す。

また，（Ｄ）の全学科卒業生懇談会録を資料６－１－⑤－４に示す。卒業（修了）生への進路関係者

の総合的評価を，資料６－１－⑤－５に示す。 

 

（分析結果とその根拠理由）  

卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関して，卒

業（修了）生及び進路先からアンケート等により意見を聴取する取組を実施している。進路先関係者

から卒業（修了）生の資質・能力は総合的には「よい」と評価されており，本校の教育目的において

養成しようとする人材像は達成されている。 

以上のことから，卒業（修了）生や進路先関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力

や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取組を実施しており，また，

その結果から判断して，教育の成果は上がっている。 

 

 

資料６－１－④－３ 

学習の達成度に関する授業アンケート集計結果 

学年 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

1 3.27 3.37 3.45 3.65 3.45 3.65
2 3.23 3.39 3.30 3.50 3.27 3.49
3 3.45 3.33 3.47 3.38 3.33 3.73
4 3.46 3.39 3.38 3.45 3.39 3.52
5 3.31 3.62 3.54 3.45 3.46 3.53
1 3.16 3.26 3.41 3.30 3.21 3.25
2 3.50 3.52 3.43 3.39 3.66 3.34

準学士課程

専攻科過程

 

（出典 学内ホームページ（学習の達成度に関する授業アンケート結果）から作成） 
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資料６－１－⑤－１ 

 教育の成果に関する調査 
 

調査 意見聴取対象 
対象 

卒業(修了)年度 
回答数 実施日 設問内容 評価方法 

(A)  

1 
全学科卒業生 

 

 
平成 
19・20・21 年度 

 
144 

 

平成 
22 年 
11 月 

・アンケート形式 
・明石高専の教育目的の達成

度，及び，学習・教育目標に

対する重要度 

5 段階 
評価 と 
自由記述 

2 
全学科卒業生 
進路先企業 

同上  41 同上 同上 同上 

(B)  

1 修了生 

 
平成 
19・20・21 年度 

41 

平成 
22 年 
11 月 

・アンケート形式 
・明石高専の教育目的の達成

度，及び，学習・教育目標に

対する重要度 

5 段階 
評価 と 
自由記述 

2 
修了生 

進路先企業 
同上 14 同上 同上 同上 

3 
修了生 

進路先大学院 
同上 29 同上 同上 同上 

(C)  
 

学寮 OB 

 
昭和 44－ 
平成 21 年度  

19 

平成 
22 年 
10 月 

・アンケート形式 
・明石高専の教育目的の達成

度，及び，学習・教育目標に

対する重要度 

5 段階 
評価 と 
自由記述 

(D)  
 

全学科卒業生 
平成 
19・20・21 年度   8 

平成 
22 年 
10 月 

・懇談会形式 
・明石高専の教育とその効果 自由陳述 

(E)  
 土木及び都市 

システム工学科 
全卒業生 

昭和 41－ 
平成 17 年度 129 

平成 
18 年 
11 月 

・アンケート形式 
・必要な資格とカリキュラム上

の重要点 

段階評価 
選択肢 
自由記述 

 
（出典 自己点検・評価報告書（平成 23 年 3 月）P.98） 
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資料６－１－⑤－２  
教育目的の反映度（評価点平均値） 
 

教育目的   
（ ）内：回答数 

健康な心身と

豊かな人間性 

柔軟な 

問題解決能力 

実践的な 

技術力 

豊かな国際性

と 指導力 

学科 ：平成 19・20・21 年度卒業     

   卒業生           （144） 3.51 3.83 3.15 2.87 

   進路先企業         （41） 4.07 3.71 3.68 2.34 

専攻科：平成 19・20・21 年度修了  

   修了生              （41） 3.63 4.00 4.20 2.83 

   進路先企業            （14） 3.85 3.71 3.50 2.79 

   進路先大学院          （29）   4.07 3.59 4.03 3.14 

学寮 OB： 

昭和 44－平成 18 年度卒業  （8） 

平成 19・20・21 年度卒業  （11） 

 

    学寮 OB               （19） 3.65 3.95 4.63 2.63 

評価点     

  5：反映されている， 4：どちらかといえば反映されている， ３：どちらともいえない， 

2：どちらかといえば反映されていない， １：反映されていない 

 
                            (出典 平成 22 年度ＦＤ委員会資料) 
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資料６－１－⑤－３  
学習・教育目標の重要度（評価点平均値） 
 

重要度 
   

（ ）内：回答数 

豊かな人

間性と健

康な心身 

国際性と 

指導力 

技術者 

倫理 

基礎学力

と継続的

学習能力 

コミュニ

ケーショ

ン能力 

柔軟かつ

創造的 

設計能力 

実践的 

問題解決

能力 

多次元的

システム

思考 

学科：卒業年度 

平成 19･20･21  

 

卒業生  (144) 4.04 4.13 3.94 4.41 4.44 4.26 4.50 3.22 

企業      (41) 4.76 4.20 4.05 4.85 4.83 4.15 4.49 3.88 

専攻科：修了年度 

平成 19･20･21  

 

修了生     (41) 
4.24 4.15 4.17 4.49 4.61 4.54 4.41 4.00 

企業       (14) 
4.36 3.43 3.93 4.50 4.64 4.64 4.36 3.50 

大学院     (29) 
4.52 2.72 4.38 4.66 4.61 4.55 4.48 4.14 

学寮 OB：卒年 

昭和 44－平成 18（8） 

平成 19・20・21（11）

 

学寮 OB   (19) 4.16 3.95 4.26 4.37 4.39 3.72 3.63 3.16 

評価点     

5：重要，4：どちらかといえば重要，3：どちらともいえない，2：どちらかといえば重要でない，1：重要でない 

 

（出典 平成22年度ＦＤ委員会資料） 
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資料６－１－⑤－４  
卒業生との懇談会            

―高専での教育とその効果について― 
 

司会  大学の教育目的、会社の企業目的を聞かせてもらえたら。 
M2   我々グループは創始者の名言・考えを各職場で毎朝読み上げて意識するようにしている。 
E1  弊社社長はオバマさんより先に “Yes, we can do.” と言ってきた。 

技術力は後でいいから、自主性最優先とも言われている。 
E2  メデカル部門では、患者さんの体内を切ったりする機器を開発する。 

だから、患者さんへの意識が一番。製品で言い換えれば、「品質第一」。 
C1   大学でも JABEE 審査があるので、文面を見ることはある。 

高専の目標・目的と似たようなもの。 
C2  保線の部署にいる。安全迅速にお客を運ぶ。一言で、「お客様第一」。 

また、保線は一人でできる仕事ではないのでコミュニケーション能力は大切。 
A1  今の大学の？ 高専の時から意識していなかった。 

自分の意見として、個人個人がこれからどうしていくか目標を持つことだと思う。 
A2  「市民のために」、技術系なので直接市民ではなく企業との接触が多いが。 
M1  大学の研究室で言われている事だが、「研究力、人間力、国際力」。 

まとめたら、高専と同じになる。 
 

（出典 平成22年度ＦＤ委員会資料） 

 

 

 

                                   資料６－1－⑤－５ 
進路先の評価（評価点平均値） 
 

                      （ ）内：回答数 評価 
卒業生：平成 19・20・21 年度卒業 
     進路先企業                       （41） 4.05 
修了生：平成 19・20・21 年度修了 
    進路先企業                      （13） 3.85 
    進路先大学院                     （28） 3.93 

評価点  

５：大変よい，４：よい，３：普通，２：もう少し努力して，１：もっと高専で学習・教育の必要がある 

 

（出典 平成 22 年度ＦＤ委員会資料） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・卒業（修了）生は，製造業，運輸・通信業，建設業等，自らの専門性が活かせる業種に高い就職率

（就職者数／就職希望者数）で就職している。 

・学生による学習目標の設定及び達成度評価のため，「学習達成度自己評価シート」を用いて，本校

の意図する教育の成果や効果に対する検証を行っている。 

・TOEIC IP テストや危険物取扱者試験の受験支援を行い，優れた成果を上げている。 

 

（改善を要する点） 

該当なし 

 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

各学年及び卒業・修了時において，明確な進級・卒業（修了）基準が設定され，学生が本校の教育

目的に応じた学力や資質・能力を身に付け，養成しようとする人材像への達成度を把握・評価するた

めの取組が適切に行われている。 

単位取得率及び進級率が高いこと，卒業（修了）生の就職率及び進学率が90％以上の水準を維持し

ており，ほとんどの学生が本人の希望する大学・企業等へ進んでいる。各種資格の取得状況，卒業研

究・専攻科特別研究の水準，特に，専攻科課程では，TOEIC や大学評価・学位授与機構による外部試

験受験状況，各工学分野の学会での発表件数や表彰状況から総合的に判断して，本校が意図する教育

の成果や効果は上がっている。 

さらに，平成15年度から本校の教育プログラムがJABEE 認定を受けていることから判断して，高い

水準の教育・研究レベルが維持されている。 

学生が行う学習達成度評価としては，「学習達成度自己評価シート」及び授業アンケートを行って

おり，学年が高くなるにつれて評価点が上昇している。 

卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取する取組として，卒

業（修了）生及び進路先の関係者に対してアンケート調査を実施している。この調査から，特に，人

間性や専門性において，教育の成果を上げていると評価できる。 


